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論文題目    低温動作87Sr光格子時計の研究 
 











































3. 本研究の実験方法  
本研究では、Sr 光格子時計における黒体輻射シフトの不確かさ低減を目的として、低温
動作 Sr 光格子時計の開発を行った。黒体輻射シフトは、ステファンボルツマンの法則に従







ぎを 2 mK 以下に制御出来た。しかし温度センサ自身の不確かさが 22 mK あるため、この
温度不確かさにより制限される。本研究では恒温槽を 95 K に冷却し黒体輻射シフトを約 1%
に抑えた。95 K での温度不確かさ 22 mK は周波数不確かさにして 2.5×10-20であるため、
1×10-18に対して十分な低温環境を実現する事が出来た。 
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図 5. 低温動作 Sr 光格子時計比較の安定度 
図 6. ２台の低温動作 Sr 光格子時計の周波数差測定 
